
設備投資経済性計算

１．回収期間法

※毎年回収額が等しい場合
等しくない場合は、年度ごとの回収額を差引き回収期間を求める

２．正味現在価値法：ＮＰＶ法
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ＮＰＶ＞０ 投資可 Ｉ：初期投資額
ＮＰＶ＜０ 投資不可 ＣＦm：m期のＣＦ

ＴＶ：残存価額
ｒ：割引率（資本コスト）

ここで、毎年のＣＦが同額であった場合

ＮＰＶ＝ ｋ：年金現価係数

３．内部収益率法

ＮＰＶ＝０となるｒ（ＩＲＲという）を逆算する方法

ＩＲＲ＞割引率：投資可
ＩＲＲ＜割引率：投資不可

仮の割引率を入れてＮＰＶを求め、補完法で算出する

割引率７％で１．４３Ｍ￥，８％でー１．３５Ｍ￥の場合
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年次回収額（税引後投資利益＋減価償却費）

－Ｉ＋ｋ×ＣＦ

１．４３－（－１．３５）
１．０％ ×１．４３＋７．０％

設備投資額

＋

　　　＋n
－Ｉ　＋　Σ

　　　m=0

回収期間＝

ＮＰＶ＝ －Ｉ  ＋ ＋ ＋


	Page 1

